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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年1月16日(2014.1.16)

【公開番号】特開2013-223805(P2013-223805A)
【公開日】平成25年10月31日(2013.10.31)
【年通号数】公開・登録公報2013-060
【出願番号】特願2013-157403(P2013-157403)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  16/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ  16/06    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月22日(2013.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の気道の入口に配置されたインターフェース構造であって、
　加圧した気体を患者の気道へと送達するための、少なくとも１つの発泡体層を含む発泡
体インターフェースを備え、
　該発泡体インターフェースは、患者の皮膚に接触するために、露出された開放気泡構造
を有する少なくとも１つの部分を含み、
　前記発泡体インターフェースは約５～５０ｍｍの厚さを有している、
　インターフェース構造。
【請求項２】
　前記発泡体インターフェースが、３０～９０ｋｇ／ｍ3の密度を有する、請求項１に記
載のインターフェース構造。
【請求項３】
　前記発泡体インターフェースが、２～５０％の圧縮歪みを有する、請求項１または２に
記載のインターフェース構造。
【請求項４】
　前記発泡体インターフェースが、０．１～１Ｎ／ｍｍの引裂き強度を有する、請求項１
～３のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項５】
　前記発泡体インターフェースが、３０～１８０ｋＰａの引張り強度を有する、請求項１
～４のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項６】
　前記発泡体インターフェースが、５０～４００％の破断伸びを有する、請求項１～５の
いずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項７】
　前記発泡体インターフェースの全体が、前記露出された開放気泡構造を含む、請求項１
～６のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項８】
　前記発泡体インターフェースが、前記露出された開放気泡構造を有する一部分と被覆さ
れた表面を有する一部分とを含む、請求項１～６のいずれか一項に記載のインターフェー
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ス構造。
【請求項９】
　前記発泡体インターフェースが、粘弾性の発泡体を含む、請求項１～８のいずれか一項
に記載のインターフェース構造。
【請求項１０】
　前記発泡体が、可撓性のポリエーテル発泡ポリウレタンである、請求項１～９のいずれ
か一項に記載のインターフェース構造。
【請求項１１】
　前記発泡体インターフェースが、該インターフェースと前記患者の皮膚との間に計画的
であり制御された量の空気流を可能にする、呼吸可能なまたは透過性の発泡体から構築さ
れる、請求項１～１０のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項１２】
　前記発泡体インターフェースが、顔面の肉厚の領域と同じくらいに柔軟であるか、また
はそれより柔軟である硬度を有する、請求項１～１１のいずれか一項に記載のインターフ
ェース構造。
【請求項１３】
　前記発泡体インターフェースが単一の発泡層を含む、請求項１～１２のいずれか一項に
記載のインターフェース構造。
【請求項１４】
　前記発泡体インターフェースが、０．２～５ｋＰａの４０％ＣＬＤ硬度を有する、請求
項１～１３のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項１５】
　前記発泡体インターフェースが、１０～１００Ｎの４０％ＩＬＤ硬度を有する、請求項
１～１４のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項１６】
　前記発泡体インターフェースが、約５ｃｍ／秒より遅い復元速度を有する、請求項１～
１５のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項１７】
　前記発泡体インターフェースが、２～５０％のヒステリシス、好ましくは２５～３５％
のヒステリシスを有する、請求項１～１６のいずれか一項に記載のインターフェース構造
。
【請求項１８】
　前記発泡体インターフェースが、約８０％より小さい弾性すなわち反発弾性、好ましく
は約１０％より小さい弾性すなわち反発弾性を有する、請求項１～１７のいずれか一項に
記載のインターフェース構造。
【請求項１９】
　前記発泡体インターフェースが、０～５００Ｌ／ｍ2／ｓの通気性、好ましくは０～５
０Ｌ／ｍ2／ｓの通気性を有する、請求項１～１８のいずれか一項に記載のインターフェ
ース構造。
【請求項２０】
　前記発泡体インターフェースが、約１０～３０ｍｍの厚さを有する、請求項１～１９の
いずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項２１】
　前記発泡体インターフェースが、約１４～２０ｍｍの厚さ、好ましくは約１５ｍｍの厚
さを有する、請求項１～１９のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項２２】
　前記発泡体インターフェースが、約５～２０ｍｍの厚さ、好ましくは約８～１４ｍｍの
厚さを有する、請求項１～１９のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項２３】
　前記復元速度が約１ｃｍ／秒より遅い、請求項１６に記載のインターフェース構造。
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【請求項２４】
　前記発泡体インターフェースが、約５ｍｍまたはそれより大きい厚さを有する、請求項
１～２３のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項２５】
　前記発泡体インターフェースが、透過性を低減するために、連続気泡より独立気泡をず
っと多く含む、請求項１～２４のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項２６】
　前記発泡体インターフェースが、約９０％の独立気泡を含む、請求項２５に記載のイン
ターフェース構造。
【請求項２７】
　前記発泡体インターフェースが、フラップタイプの封止を含まない、請求項１～２６の
いずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項２８】
　請求項１から２７のいずれか一項に記載のインターフェース構造と、
　空気供給源から陽圧で該インターフェース構造に空気を供給するための空気送達システ
ムとを備える、
　患者とのインターフェース。
【請求項２９】
　空気供給源から陽圧で空気を供給するための空気送達システムに連結するように適合さ
れた支持構造を更に備え、該支持構造が前記発泡体インターフェースを支持する、請求項
１～２７のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項３０】
　前記支持構造がフレームを含む、請求項２９に記載のインターフェース構造。
【請求項３１】
　前記発泡体インターフェースを前記支持構造に連結するための取付け機構を更に備えた
、請求項２９または３０に記載のインターフェース構造。
【請求項３２】
　前記取付け機構が、機械的な干渉式の取付け機構である、請求項３１に記載のインター
フェース構造。
【請求項３３】
　前記発泡体インターフェースが略平面状のベースに提供され、前記取付け機構は、前記
発泡体インターフェースに湾曲を与えるように構成された、請求項３１または３２に記載
のインターフェース構造。
【請求項３４】
　前記発泡体インターフェースが、前記支持構造に提供されたスロット中に弾性的に押し
込まれ且つ／または操作されるベースに提供された、請求項２９～３２のいずれか一項に
記載のインターフェース構造。
【請求項３５】
　前記取付け機構が、フック及びループ材を含む、請求項３１に記載のインターフェース
構造。
【請求項３６】
　前記取付け機構が、スナップ嵌合を含む、請求項３１に記載のインターフェース構造。
【請求項３７】
　前記取付け機構が、感圧性接着剤を含む、請求項３１に記載のインターフェース構造。
【請求項３８】
　前記発泡体インターフェースが鼻とのインターフェースである、請求項１～３７のいず
れか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項３９】
　前記少なくとも１つの発泡体層が、支持部材に取り付けるための取付け機構としての機
能を果たす、請求項１～３８のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
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【請求項４０】
　前記露出された開放気泡構造が、微細寸法のセルを多く含む異質のセル構造である、請
求項１～３９のいずれか一項に記載のインターフェース構造。
【請求項４１】
　前記発泡体インターフェースは、患者の鼻を支えるために、患者の鼻の下側と係合する
ように構成された、請求項１～２７及び２９～４０のいずれか一項に記載のインターフェ
ース構造。
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